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創立３０周年記念式典経過

平成３年11月26日 那覇市、ゆうな荘

△開会の辞副会長玉城盛徳 qも激化しつつあり、沖縄においても、平成６年度に実

施が予定されているさとうきびの品質取引き、ウリミ

バエ根絶後の園芸農業の構造的見直し、熱帯果樹・ウ

リ類生産の安定的拡大など、農業振興に関する重要課

題が山積みしております。

このような状況の中にあって、本研究会は、会員の

英知を結集して明日の沖縄農業の発展に向けて、単に

農業の中から農業の問題を考えるだけでなく、農業の

外からも広い視点で農業を捉え、位置づけ得る努力を

重ねて参りたいと考えております。

こうした中で、本研究会創立30周年の節目を迎え、

これからの沖縄農業の展開方向を模索し、亜熱帯農業

の展望を切り開く－つのきっかけになることを期待し、

記念行事として「転換期に立つ沖縄農業の課題と展望」

を主題にシンポジウムを企画致しました。会員による

活発な議論をふまえて、本シンポジウムが将来へ向け

て明るい展望を切り開く端緒になることを期待してお

ります。

最後になりましたが、本研究会がこれまで発展し、

充実した会の運営ができましたことは、歴代の会長を

はじめ、役員の並をならぬ御尽力と、研究会の発展に

惜しみないご支援をいただいた業界各位のご協力によ

ることは改めて申し上げるまでもありません。深く感

謝の意を表し、ごあいさつと致します。

△会長挨拶会長泉裕已

研究会を代表して一言ごあいさつ申し上げます。

本日ここに、沖縄総合事務局森高農林水産部長、沖

縄県山城農林水産部長の来賓をはじめ、本研究会の歴

代会長、役員各位のご臨席のもとに、沖縄農業研究会

創立30周年の記念式典を挙行できますことは、本研究

会にとりましてこの上ない喜びであり、光栄Iこに存じ、

深く感謝の意を表するものであります。

顧みますと、1962年米国政府の統治下にあった沖縄

では、戦後の復興事業も運をとして進展せず、まして

や研究機関の設備・研究喪は微をたるもので、現在で

は考えられない程劣悪な条件のもとに置かれていまし

た。その中にあって、農業・農学研究に携わる有志が

相集い、戦争によって中断された沖縄農業研究の再建、

生産技術の向上とその発展を目指して、お互いの研究

成果を持ちより、発表・討議の場として、また情報交

換の場として、強い使命感と情熱をもって本研究会を

設立致しました。

爾来30年、研究会は年１回の研究発表会と機関誌の

発行を中心に、講演会・シンポジウムの開催、沖縄農

業文献目録の刊行などを通して、沖縄農業の各分野に

わたる研究の深化を図るとともに、生産技術の普及・

啓蒙を行い、沖縄農業の発展に軌かなりとも貢献でき

たと自負しております。この間発行した機関誌も26巻

を数え、会員も県内のみならず県外の会員も含め現在3

00名余を擁するに至っております。

一方、昨今の農業を取巻く環境は殊の外厳しく、米

の自由化問題をはじめ、農産物の市場開放の進展、国

際的な農業保護の削減に加えて、生産物の産地間競争

△経過報告

沖縄農業研究会副会長大屋一弘

沖縄農業研究会30年の歩みを報告させて頂きます。

本会は昭和37年５月に産声を上げ、今年30年を迎え

ることになりました。本会創立時の状況については、２

０周年記念式典における宮里清松氏（当時副会長）の経
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過報告に詳しく述べられておりますが、当時の熱意あ

る先翠有志により、沖縄農業の向上、発展並びに会員

相互の連携を図ることを目的として創立された訳であ

ります。

以来、我を会員はこの目的に沿った事業と活動をし

て参りました。例えば一つに沖縄農業に関する自発的

な調査研究や外部機関からの受託研究であります。自

発的な研究はまさに無数であり、受託研究も５件を数

えております。二つに研究発表会でありますが、これ

は毎年行っており、毎回10題前後の発表があります。

三つに機関誌「沖縄農業」の発行であります。現在ま

でに26巻通算36号を発行しましたが、毎号７題前後の

研究・調査報告などを掲載し、成果を公表しておりま

す。

以上の他に時勢に応じたテーマでシンポジウムと特

別講演会を隔年毎に開催するなど、沖縄農業の問題認

識に研鑓努力を重ねて参りました。今回もこの式典の

後、「転換期に立つ沖縄農業の課題と展望一ミバエ根

絶後の園芸振興に向けた戦略的課題一」と題したシン

ポジウムを行うところであります。出版物としては創

立10周年目と20周年目には沖縄農業に関する文献を整

理収録して「沖縄農業関係文献目録」（約8,150件収録）

と、「沖縄農業関係文献目録Ⅱ」（約4,400件収録）を

それぞれ発行いたしました。さらに30周年記念事業の

一貫として、「沖縄農業関係文献目録Ⅲ」を発行すべ

く準備を進めております。

現在本会の会員は317名であります。創立以来会員の

入れ替わりが多少ありましたが、ここ数年は大体この

程度で推移しております。会員数及び予算規模ではプ

ラトー状態にあり、会の運営もやや安定かと思われま

す。しかし、これが会活動のマンネリ化につながらな

いよう気を引締めなければなりません。

今は地方の時代、更に情報化時代などと叫ばれてお

ります。地方の時代とは農業的にも沖縄の特色が求め

られることと考えます。沖縄の自然条件は、夏の台風

や干ばつ、高温多湿による病害虫多発や地力消耗、豪

雨による±壇流出、冬季の強い季節風、その他農業的

にはきびしいものがあり、このような自然条件下で農

業の特色を出すには一方ならぬ創意と工夫が必要であ

ります。

情報化時代とは、情報の公開、情報の発信・受信を

敏速にし、生活や仕事に役立てることでありましょう。

情報は縦には比較的スムースに流れるようですが、横

への流れはややもするととどこうり勝ちに思われます。

本研究会創立の趣旨は、見方を変えればまさに特色

ある沖縄農業の振興に創意工夫を凝らし、情報の横の

流れを促し、沖縄農業に役立てることにあった訳です。

初心忘れるなかれ、すなわち我を会員が、本会創立の

趣旨を肝に銘じ活動するなら、本会の存在意識は益を

大きくなると確信するものであります。

沖縄農業研究会は30才になりました。しかし人生８０

余年に比べるとまだ青二才であります。先輩各位、関

係機関各位、並びに賛助会員各位におかれましては、

変わりないご指導、ご援助を下さいますようお願いし

て経過報告を終わります。

△感謝状贈呈

高良鉄夫氏

宮里清松氏

森田郁太郎氏

島村盛永氏

大城守氏

内原英昇氏

△祝辞沖縄開発庁沖縄総合事務局農林水産部長

森高正俊

本日、ここに、沖縄農業研究会の創立三十周年記念

式典が開催されるに当たり、一言お祝いの言葉を申し

上げます。

貴研究会は、昭和三十七年に、沖縄農業の向上、発

展を図ることを目的に設立され、本年をもって三十周

年の節目を迎えられました。
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この間、貴研究会におかれましては、各種の農業情

報の収集提供などその活発な活動を通じ、復帰前及び

復帰後の沖縄農業の振興、発展に多大な貢献をされて

きました。また、本日、表彰の栄に浴された皆様方に

おかれましては、長年にわたって研究・教育の立場か
●

ら、あるいは行政の立場から、研究会の発展はもとよ

り、沖縄農業の発展を支えてこられたところであり、

ここに深く敬意を表する次第であります。

さて、沖縄農業につきましては、復帰以来、二次に

わたる振興開発計画に基づき、各種生産基盤、生活環

境の整備が進められ、また、何より農家をはじめとす

る関係者の御努力があったことにより、農業粗生産額

が約2.4倍にまで伸びるなど、着実な発展を遂げてきた

ところであります。

しかしながら、最近の農業あるいは農村の変貌には

著しいものがあり、農業従事者の高齢化、後継者不足

の深刻化等の現状と今後の見通しを踏まえると、沖縄

農業は今、大きな変革の時期にきていると考えており

ます。

特に、土地利用型農業につきましては、さとうきび

の収穫作業の機械化を緊急に推進し、労働生産性の向

上を図るとともに、農作業受委託、農地流動化を促進

するための体制を整備していくことが急務であると考

えております。また、沖縄の温暖な気候条件を活かし

得る野菜、熱帯果樹等の園芸農業については、技術の

向上、品質の平準化等に努めていくことはもとより、

産地として市場、消費者のニーズに応えられるよう、

安定的計画的な生産出荷体制を確立していくことが必

要であります。

沖縄総合事務局といたしましては、これらの諸課題

に対処し、魅力ある農業と潤いある農村を築いていく

ため、今後とも努力してまいる所存であります。貴研

究会におかれましても、会員各位の一層の御活躍を通

じ、沖縄農業の更なる発展に向けて御支援をいただけ

ればと期待いたす次第であります。

最後に、この30周年を契機に、貴会が御発展されま

すことを祈念いたしまして、私のお祝いの言葉といた

します。

△祝辞沖縄県農林水産部長

山城正栄

本日、ここに、沖縄農業研究会の創設30周年記念式

典ならびにシンポジウムが開催されるに当たり、お祝

いの言葉を申し上げます。

顧みまするに、本研究会は昭和37年に発足して以来

すでに30年の歳月が経過しました｡その間には、高良

鉄夫先生をはじめ、宮里清松繊維、池原真一先生、そ

して諸先輩方のご苦労も多灸あったかと思いますが、

今日まで会を支えてこられた皆様方に心から感謝申し

上げます。

本研究会は、県内で唯一の農業研究会として設立さ

れ、数多くの研究発表や討論の場として、また、県内

の各農業関係者に対しては地元で、研究成果及び技術

開発について発表を直接聞くことができ、その情報交

換等によって、研究者や関係者の資質向上及び農家所

得の向上が図られ、沖縄農業の振興発展に大きな役割

を果たして参りました。

昭ﾗﾄﾞﾛ47年の本土復帰を境にサトウキビ、パイン単作

から野菜・花き・果樹等の本土出荷を中心にした園芸

作物の栽培が急速に進展して参りましたが、宮古地域

や沖縄本島地域のウリミバエ根絶によって、さらに、

園芸作目の生産拡大等亜熱帯農業の有利性が開かれつ

つあることは誠に喜ばしいことであります。

しかしながら、近年、我が国の農業をめぐる環境は

国際化や、国民の生活様式の変化等が進む中で、バイ

オテクノロジー等端科学技術が急速に進展するなど、

農業の技術革新が進み、産地間競争も激しさを増して

おります。本県にとっても、牛肉やパイン缶詰･果汁の

貿易自由化やさとうきび生産者価格の抑制に加えて、

平成６年度から、さとうきび品質取引の実施が予定さ

れ、さらに園芸作物においては高品質化、多様化等が

要求される中にあってますます厳しい状況にあります。

ご存知の通り、現在第３次振興開発計画の策定作業
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今後、本県の農業を飛躍的に発展させるために、社

会のニーズに対応した技術開発が必要であり、皆様の

研究成果が大きく期待されているところであります。

関係機関のこれまで以上の御指導・御協力をお願い申

し上げますとともに、沖縄農業研究会のますますの御

発展を祈念致しましてごあいさつとします。

を進めているところでありますが、本県農業は第２次

振興開発計画に引続き、亜熱帯の気候を活かし、さと

うきび、パインアップルの基幹作目の振興はもとより、

野菜、花き、熱帯果樹等の優良品種の育成及び周年出

荷体制の確立等の技術開発を進め、生産振興を図って

いく所存であります。

シンポジウム開催にあたって

会長泉裕已

沖縄農業研究会は、沖縄農業の発展・向上を目指して、関係者がお互いの研究交流・情報交換の場として1962年に

設立しました。爾来30年微力ながらその役割を果たしてきたと自負しております。

現在、農業を取巻く環境は殊の外厳しく、米の自由化問題をはじめ、農産物の市場開放の進展、国際的な農業保護

の削減に加えて、産地間の競争も激化しつつあります。沖縄においては平成６年に実施が予定されているさとうきび

の品質取引き、ウリミバエ根絶後の園芸農業の構造的見直し、熱帯果樹、ウリ類生産の安定的拡大など農業振興に関

する重要課題が山積しております。

この時期に、これからの沖縄農業の展開方向を模索し、亜熱帯農業の展望を切り開く－つのきっかけとなることを

期待して「転換期に立つ沖縄農業の課題と展望」を主題に本シンポジウムを企画致しました。今回は、特にウリミバ

エ根絶後の園芸振興に向けた課題にしぼって、地の利を活かして亜熱帯農業の展望を切り開くにはどうすればよいの

か、品目選択、計画生産、産地形成、出荷体制など、それぞれの立場からの課題提起をしていただき、会員による活

発な議論にふまえて、本シンポジウムが将来に明るい展望を開く端緒の場となることを期待しております。

沖縄農業研究会創立30周年記念シンポジウム

転換期に立つ沖縄農業の課題と展望

一ミバエ根絶後の園芸振興に向けた戦略的課題一

シンポジウム解題安谷屋隆司沖縄総合事務局農林水産部

園芸振興における行政的対策新里惣一沖縄県農林水産部

宮古におけるウリミバエ根絶後の園芸振興へ向けた取り組みと今後の課題

宇座徳次宮古郡農業協同組合

本県野菜生産の問題点と今後の方向性神田幸輝沖縄県経済連園芸部

市場側の期待工藤徹男東京青果㈱営業管理部

なお、シンポジウムにおける各パネラーの準備した資料および要旨については、「沖縄農業研究会創立30周年記念

シンポジウム要旨集」にまとめて、当日参加者各位へ配布しましたが、ここに掲載することについては紙面の都合で

割愛することにしました。資料集の入手をご希望の方は、その旨ご連絡下されば有償で（750円、郵送料込み）送付い

たします。 （編集部）


